
おうちのかたへ 

 毎日、少しずつ成長していくお子さん

たち。その成長や興味に合わせて、いろ

いろな絵本を読んであげてください。子

どもは、絵本の世界を楽しみながら、登

場人物と一緒に様々なことを経験して、

想像力や思いやりの心、生きていく上で

の知恵や希望を育てていきます。 

また、お母さん・お父さんをはじめ、

絵本を読んでくれる人の温もりを感じ

て、幸せな気持ちになります。 

 ３歳～５歳向きとしてありますが、必

ずしもこの年齢で、ということではあり

ません。また、この他にも良い本はたく

さんあります。図書館では、職員が読書

のいろいろなご相談にも応じています

ので、どうぞお気軽にお尋ねください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＯＳＨＯ ＣＡＲＤ 

ＴＯ： 

本を楽しむあなたへ 

（３歳～５歳向き） 

ＦＲＯＭ： 

へきなんしみんとしょかん 

『アンガスとあひる』Ｅフ/ア 

マージョリー・フラック/さく・え 瀬田貞二/やく 

福音館書店 

 

こいぬのアンガスは、 

みるもの、かぐもの 

何でも知りたがりま 

した。そんなアンガ 

スが、いちばん知りたいことは、庭のむこうから 

聞こえてくるやかましい音の正体でした。ある

日、うっかり開けっ放しになっていたドアからア

ンガスはおもてに飛び出しました。かきねをこえ

て、庭のむこうに出たアンガスは、そこで２羽の

白いあひるに出会います。 

『おふろだいすき』Ｅハ/オ 

松岡享子/作 林明子/絵  

福音館書店 

ぼく、おふろだいすき。 

きょうも、あひるのプ 

ッカといっしょにおふ 

ろにはいるよ。あれ、 

プッカがおゆにもぐっ 

たと思ったら、あわててういてきた。そして「ま

こちゃん、おふろのそこに、大きなかめがいます

よ」とぼくにいった。すると、おおきなかめがう

いてきて、ぼくに変なことを聞くんだ。 

『ラチとライオン』Ｅベ/ラ 

マレーク・ベロニカ/ぶん・え 

とくながやすもと/やく   

福音館書店 

ラチは世界中でいちば 

ん弱虫な男の子。犬を 

みれば逃げ出すし、暗 

い部屋にも入れません。その上、友だちまでもこ 

わいのです。だからラチはいつも一人で絵本を読

んでばかりいます。ある日、ラチがお気に入りの

ライオンの絵本を読んで「ぼくにもこんなライオ

ンがいたら」とつぶやくと・・・。 

『ぐるんぱのようちえん』Ｅホ/グ 

西内みなみ/さく  

堀内誠一/え 

福音館書店 

 

ひとりぼっちで、さ 

びしがりやのぞうの 

ぐるんぱは、ジャン 

グルを出て、働きにいくことになりました。ビス

ケット、お皿、靴、ピアノに自動車。ぐるんぱの 

つくるものは、大きすぎて誰も買ってくれませ

ん。だから、「もうけっこう」とすぐに言われて

しまいます。ぐるんぱは、しょんぼり・・・。 

『しょうぼうじどうしゃじぷた』Ｅヤ/シ 

渡辺茂男／さく 山本忠敬／え 福音館書店 

 

じぷたは古いジープを 

改良した消防車です。 

人気ものの大きなはし 

ご車やポンプ車、きゅ 

うきゅう車に囲まれて 

いつもさびしい思いをしていました。そんなある 

日、山小屋が火事になってじぷたの出番がきまし

た。せまい山道は大きい消防車では走れないから

です。じぷたはせまい山道を走って・・・。 

 

『おしいれのぼうけん』Ｅタ/オ 

ふるたたるひ/さく たばたせいいち/え 

童心社 

さくらほいくえんにはこ 

わいものがふたつありま 

す。ひとつはおしいれで 

もうひとつはねずみばあ 

さんです。ある日、ひる 

ねの時間にけんかをした 

さとしとあきらは、せん 

せいにおしいれに入れら 

てしまいます。すると、ぶきみな声がして・・・。 

図書館では絵本の世界を楽しんでいただけ

るように、絵本・紙しばいの読み聞かせな

どを行う「おはなし会」を定期的に開催し

ています。ぜひ、お越しください。 

●本館 毎月第２・４土曜日  

１０：３０～ 

碧南市鶴見町１－７０－１ 41-0894 

●南部分館 毎月第４日曜日  

１０：３０～ 

碧南市塩浜町７－１３５  42-8211 

●中部分館 毎月第３土曜日 

１０：３０～              41-1980 

碧南市源氏神明町２     

 

 

『三びきのやぎのがらがらどん』Ｅブ/サ 

マーシャ・ブラウン/え 

せたていじ/やく 福音館書店 

 

むかし「がらがらどん」とい 

う名の三びきのやぎがいまし 

た。ある日、三びきは山へ草 

を食べに行くことにしました。 

しかし、とちゅうで、きみの 

わるい大きなトロルがすんでいるたにがわの橋 

をわたらなければなりません。三びきは相談し

て、いちばん小さながらがらどんからわたるこ 

とにしました。小さながらがらどんが「がたこと 

・・・」と橋をわたっていくと・・・。 

                             

 

 

 
 

 

 

 

 

 



 

★『ぐりとぐら』Ｅヤ/グ 

なかがわりえこ/さく 

やまわきゆりこ/え   

福音館書店 

「このよでいちばんす 

きなのは、おりょうり 

すること、たべること」 

という、のねずみのぐりとぐらが、森で大きなた

まごをみつけました。２ひきは、そのたまごで、

大きくてふわふわのカステラを作ることを思い

つきました。 

★『１１ぴきのねこ』Ｅバ/ジ 

馬場のぼる/さく   

こぐま社 

いつもおなかがぺこぺこの 

１１ぴきのねこがいました。 

山のむこうの広い湖に、大 

きな魚がすんでいることを 

聞いたねこたちは、魚をさ 

がしに出かけました。山をこえ、野をこえ、ずん

ずん行くと広い湖がありました。そこに・・・。 

★『ティッチ』Ｅハ/テ 

パット・ハッチンス/さく・え   

いしいももこ/やく 

福音館書店 

ティッチには、にいさんと 

ねえさんがいます。ティッチ 

が持っているものは、にいさ 

んやねえさんのものにくらべて、小さなものばか

りです。でも、ある時、ティッチのものが、一番

大きくなりました。それは・・・。 

『大きなかぶ』Ｅサ/オ 

ロシア民話 Ａ．トルストイ再話 内田莉莎子/訳  

佐藤忠良/絵 福音館書店 

おじいさんがかぶをうえました。「おおきなかぶになあれ。あまいかぶ 

になあれ」。おじいさんの願いどおり、とても大きくておいしそうなか 

ぶができました。いよいよ収穫です。ところが、おじいさん一人では、 

かぶはぬけません。そこで、おばあさん、孫娘、いぬ、ねこ、ねずみと次々に呼ばれて、みんなで一緒

に「うんとこしょどっこいしょ」。かぶはぬけるのでしょうか？ 

『はらぺこあおむし』Ｅカ/ハ 

エリック・カール/さく 

もりひさし/やく  

偕成社  

あたたかい日曜日の朝、 

たまごからちっぽけな 

あおむしが生まれまし 

た。生まれたばかりのあおむしは、おなかがぺっこ

ぺこ。そこで食べものをさがしはじめました。さて、

このはらぺこのあおむしはどんなものを食べたの

でしょうか？ 

『わたしのワンピース』Ｅニ/ワ 

にしまきかやこ/えとぶん 

こぐま社 

空からふわふわ落ちてきた 

白いきれで、ウサギはワン 

ピースを作りました。でき 

あがったワンピースを着て 

ウサギは散歩に出かけます。まっ白なワンピースは

お花畑を散歩すれば花もように、雨にぬれたら水玉

もように変わるとってもおしゃれなワンピース。 

★『１４ひきのあさごはん』Ｅイ/ジ 

いわむらかずお/さく 童心社 

おとうさん、おかあさん、お 

じいさん、おばあさんに１０ 

ぴきの兄弟。１４ひきの家族 

の新しい１日が始まります。 

四季折々の美しい自然と行事 

を１４ひきの家族が教えてく 

れます。シリーズがたくさん 

ありますので他のものも読んでみてください。 

★『ねずみくんのチョッキ』Ｅウ/ネ 

なかえよしを/さく  

上野紀子/え ポプラ社 

おかあさんがあんでくれた赤 

いチョッキは、ねずみくんに 

ぴったり。そこへ、あひるく 

んがやってきて、チョッキを 

かりていきます。次にさるく 

ん、その次はあしかくんが…と、次々にいろいろな

動物がチョッキを着てみます。チョッキは、ちゃん

ともどってくるのかしら？ 

『わたしとあそんで』Ｅエ/ワ 

マリー・ホール・エッツ/ぶん・え  

よだじゅんいち/やく 福音館書店 

はらっぱに遊びにきたわたし。バ 

ッタ、カエル、かめ・・・出会っ 

た動物に「あそびましょ」と声を 

かけ近づきますが、だれも遊んで 

くれません。ところが、池のそば 

の石に座っていると、どこかへ行 

ってしまった動物たちが戻ってきて・・・。 

『だるまちゃんとてんぐちゃん』Ｅカ/ダ 

加古里子/さく・え 福音館書店 

だるまちゃんは、てんぐちゃんの持っているうちわがほしくなりました。 

うちに帰っておおきなだるまどんに「てんぐちゃんがもっているような 

うちわがほしいよう」といいます。だるまどんは、たくさんのうちわを 

出してくれますが、だるまちゃんの気に入るようなものがありません。 

だるまちゃんは考えているうちにいいことを思いつきます。だるまちゃんの持ってきたうちわを見て、

てんぐちゃんは「いいうちわだね」とほめてくれました。すると、今度はぼうしがほしくなって・・・。 

 

 

『まあちゃんのながいかみ』Ｅタ/マ 

たかどのほうこ／さく 福音館書店 

まあちゃんは髪を長く 

のばそうと思っていま 

す。でもそんなにのば 

してどうするのかしら。 

それに、とかしたり、 

あらったりが大変じゃ 

ないかしら。だいじょうぶ。まあちゃんは、ちゃん

と考えています。それはね・・・。 

『めっきらもっきらどおんどん』 

長谷川摂子／作 ふりやなな／画   Ｅフ/メ 

遊び相手がいなくてつま 

らないかんたは、大声で 

めちゃくちゃな歌をうた 

いました。その歌に合わ 

せて、おかしな声が聞こ 

えてきます。かんたが声 

のする穴をのぞきこんだら、中から強い風がふいて 

きて、かんたは穴にすいこまれてしまいます。 

『ガンピーさんのふなあそび』Ｅバ／ガ 

バーニンガム／さく みつよしなつや／やく 

ほるぷ出版 

ガンピーさんのふねに、 

子どもや動物たちが次々 

に乗ってきます。最初は 

舟遊びを楽しんでいまし 

たが、子どもたちがケン 

カをし、動物たちが騒ぎ始めました。そして、とう

とう船は川の中でひっくり返ってしまいます。で

も、ガンピーさんはあわてません。 

 

「はじめてのおつかい」Ｅハ 

筒井頼子/さく 林明子/え  

福音館書店  

ある日、ママがみいちゃ 

んに言いました。「みい 

ちゃん一人でおつかいで 

きるかしら？」みいちゃ 

んは一人でおつかいをし 

たことがありません。でも、ママはとても忙しそう。 

みいちゃんは一人でおつかいに出かけます。 

 


